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小
特
集
「
元
号
を
考
え
る
」

紀
年
と
文
字

葛
　
　
　
継
　
勇

年
号
と
は
元
号
と
も
呼
ば
れ
、
漢
字
を
使
っ
て
特
定
の
年
代
に
年
を
単
位
と
し
て
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
年
号
制
度
は
漢
字
文
化
の
一
つ
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
西
暦
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
属
す
る
諸
地
域
・
国
家
で
は
、
君
主

制
の
一
環
と
し
て
、
近
代
ま
で
年
号
使
用
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

中
国
で
は
、
前
漢
の
武
帝
時
代
か
ら
年
号
制
度
が
使
用
さ
れ
続
け
た
が
、
中
華
民
国
の
成
立
に
し
た
が
い
、

廃
止
さ
れ
た
。
最
初
の
年
号
は
「
建
元
」（
元
年
は
紀
元
前
一
四
〇
年
）
だ
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

二
十
数
年
後
の
元
鼎
三
年
（
紀
元
前
一
一
四
年
）
に
、
武
帝
の
初
元
に
遡
っ
て
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
。
六
年

後
の
二
元
は
「
元
光
」、
ま
た
六
年
後
の
三
元
は
「
元
朔
」、
さ
ら
に
六
年
後
の
四
元
は
「
元
狩
」
と
そ
れ
ぞ
れ

名
付
け
ら
れ
た
。

『
管
子
』
に
は
「
天
道
以
九
制
、
地
理
以
八
制
、
人
道
以
六
制
。
以
天
為
父
、
以
地
為
母
。
以
開
乎
万
物
、

以
総
一
統
」
と
あ
り
、
人
の
道
は
六
を
以
て
制
す
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
六
」
が
天
の
数
（
法
則
）

で
あ
り
、
皇
帝
が
天
の
子
で
あ
る
の
で
、
使
っ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
「
六
」
で
計
算
す
る
と
言
わ
れ
る
。

『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
は
「
数
以
六
為
紀
」
と
あ
り
、
年
を
数
え
る
と
「
六
」
を
以
っ
て
基
準
と
さ
れ
る
。
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し
か
し
、
こ
の
六
年
間
を
一
元
と
す
る
年
号
の
設
定
方
法
は
「
元
鼎
」
の
次
の
「
元
封
」
ま
で
続
け
ら
れ
た

が
、
次
の
年
号
「
太
初
」
は
四
年
間
を
一
元
と
し
、
そ
の
後
の
年
号
「
天
漢
」「
太
始
」「
征
和
」
も
同
様
で

あ
っ
た
（「
征
和
」
の
次
の
年
号
「
后
元
」
は
后
元
二
年
に
武
帝
が
崩
御
し
た
の
で
四
年
を
待
た
ず
に
改
め
ら

れ
た
）。
こ
の
六
年
間
を
一
元
と
す
る
年
号
の
設
定
方
法
を
継
承
し
た
の
は
、
前
漢
を
滅
ぼ
し
た
王
莾
の
新
朝

の
年
号
「
始
建
国
」
と
「
天
鳳
」
で
あ
る
（「
天
鳳
」
の
次
の
年
号
「
地
皇
」
は
、
地
皇
四
年
に
王
莾
が
殺
さ

れ
、
新
朝
が
滅
ぼ
さ
れ
た
の
で
六
年
を
待
た
ず
に
改
元
さ
れ
た
）。

そ
の
後
の
改
元
の
ル
ー
ル
は
明
確
で
は
な
い
。
代
始
改
元
だ
け
で
な
く
、
祥
瑞
・
災
異
の
出
現
や
、
辛
酉
・

甲
子
の
革
年
な
ど
も
理
由
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
代
始
改
元
、
特
に
同
王
朝
の

二
代
皇
帝
以
降
は
、
践
祚
（
即
位
）
の
同
年
同
日
改
元
も
あ
る
が
、
翌
年
を
待
っ
て
元
号
を
改
め
る
踰
年
改
元

が
多
く
見
ら
れ
る
。

だ
が
、
明
朝
に
な
る
と
、
初
代
の
太
祖
か
ら
「
一
帝
一
元
号
」
と
な
り
、
清
朝
も
そ
れ
を
踏
襲
し
た
。
よ
っ

て
、
年
号
を
以
っ
て
皇
帝
の
治
世
を
呼
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
永
楽
帝
・
康
熙
帝
な
ど
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。

年
号
の
文
字
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
は
漢
字
二
文
字
か
ら
な
る
が
、
三
文
字
・
四
文
字
・
六
文
字
の
年
号
も

い
く
つ
か
あ
る
。

三
文
字
年
号
に
は
、
王
莽
新
朝
の
「
始
建
国
」（
八
〜
一
三
）
が
あ
る
。「
始
建
国
」
三
文
字
は
初
め
て
建
国

す
る
こ
と
を
指
す
か
ら
、「
始
皇
帝
」
と
同
じ
意
味
で
、
年
号
で
は
な
い
と
い
う
説
が
あ
る
。

こ
の
後
の
三
文
字
年
号
は
、
南
朝
梁
の
武
帝
時
代
の
「
中
大
通
」（
五
二
九
〜
五
三
四
）
と
「
中
大
同
」

（
五
四
六
〜
五
四
七
）
の
二
つ
の
み
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
三
文
字
年
号
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
に
使
わ
れ
た
年
号

「
大
通
」（
五
二
七
〜
五
二
九
）
と
「
大
同
」（
五
三
五
〜
五
四
六
）
の
後
続
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

四
文
字
年
号
で
、
最
初
に
現
れ
る
の
は
後
漢
の
「
建
武
中
元
」（
五
六
〜
五
七
）
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
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こ
の
建
武
中
元
二
年
に
、
倭
奴
国
が
後
漢
に
朝
貢
し
、「
漢
委
奴
国
王
」
の
金
印
が
賜
わ
れ
た
。「
建
武
中
元
」

は
時
に
は
「
中
元
」
と
も
書
い
て
あ
る
か
ら
、
そ
の
以
前
の
年
号
「
建
武
」
と
の
繋
が
り
が
あ
り
、
も
と
も
と

の
年
号
は
「
中
元
」
二
字
し
か
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
後
に
使
わ
れ
た
四
文
字
年
号
に
は
、
北
魏
の
「
太
平
真
君
」（
四
四
〇
〜
四
五
一
）、
武
周
の
「
天
冊
万

歳
」（
六
九
五
）、「
万
歳
登
封
」（
六
九
五
〜
六
九
六
）、「
万
歳
通
天
」（
六
九
六
〜
六
九
七
）、
北
宋
の
「
太
平

興
国
」（
九
七
六
〜
九
八
四
）、「
大
中
祥
符
」（
一
〇
〇
八
〜
一
〇
一
六
）
な
ど
が
あ
り
、「
建
武
中
元
」
を
含

め
て
も
、
総
計
七
つ
し
か
見
ら
れ
な
い
。

「
太
平
真
君
」
年
号
は
、
北
魏
の
太
武
帝
が
道
教
的
な
「
太
平
真
君
」
号
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
に
因
ん
で
建

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
武
后
の
周
王
朝
（
六
九
〇
〜
七
〇
五
）
が
使
用
し
た
三
つ
の
四
字
年
号
の
う
ち
、

「
天
冊
万
歳
」
年
号
は
則
天
武
后
が
「
天
冊
」
を
加
え
て
「
天
冊
金
輪
大
聖
皇
帝
」
と
号
し
た
時
に
改
元
し
た

も
の
で
あ
る
。「
万
歳
登
封
」
は
嵩
山
に
登
っ
て
封
禅
を
行
う
た
め
、「
万
歳
通
天
」
は
通
天
宮
を
建
成
す
る
た

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
北
宋
時
代
に
は
「
太
平
興
国
」「
大
中
祥
符
」
の
ほ
か
、

「
建
中
靖
国
」（
一
一
〇
一
）
が
あ
る
が
、「
建
中
靖
国
」
は
僅
か
一
年
間
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、

四
文
字
年
号
が
あ
ま
り
定
型
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、
六
文
字
の
年
号
は
、
西
夏
の
「
天
授
礼
法
延
祚
」（
一
〇
三
八
〜
一
〇
四
八
）
と
「
天
賜
礼
盛
国

慶
」（
一
〇
六
九
〜
一
〇
七
四
）
が
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
し
か
な
く
、
ま
た
党
項
族
出
身
の
西
夏
王
朝
に
限
ら

れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
漢
字
二
字
が
中
国
年
号
と
し
て
常
に
使
わ
れ
て
お
り
、
定
型
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
で
は
、
こ
の
二
文
字
が
ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
年
号
文
字
使
用
の
回
数
か
ら
見
る
と
、

多
く
使
わ
れ
た
「
元
」「
永
」「
建
」「
天
」「
和
」「
平
」「
興
」「
太
」「
大
」「
光
」
な
ど
の
好
字
は
、
帝
王
の
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理
想
・
鑑
戒
を
表
し
、
朝
代
の
献
元
・
改
元
を
祝
い
、
ま
た
平
和
が
永
続
す
る
こ
と
、
大
い
に
興
る
こ
と
な
ど

を
祈
念
す
る
た
め
に
選
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
祥
瑞
、
特
に
霊
獣
・
異
鳥
な
ど
の
出
現
に
よ
っ
て

改
元
さ
れ
た
時
、
動
物
の
名
（
例
え
ば
「
鳳
」「
龍
」）
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
年
号
制
度
が
日
本
列
島
に
導
入
さ
れ
た
の
は
朝
鮮
半
島
よ
り
遅
れ
て
、
七
世
紀
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
る
。
た
だ
し
、「
乙
巳
の
変
」
直
後
に
行
わ
れ
た
革
新
政
治
の
一
環
と
し
て
建
て
ら
れ
た
「
大
化
」
や

「
白
雉
」
な
ど
年
号
は
、
律
令
制
度
成
立
過
程
に
お
け
る
試
行
的
な
断
続
年
号
に
過
ぎ
な
い
。
よ
っ
て
、
対
外

関
係
・
国
内
事
情
が
安
定
し
た
八
世
紀
初
頭
に
至
っ
て
、
律
令
法
の
完
成
と
相
い
俟
っ
て
制
度
的
に
確
立
さ
れ

た
「
大
宝
」
年
号
は
最
初
の
正
式
な
年
号
だ
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
年
号
の
成
立
は
中
国
よ
り
八
百
年
ぐ

ら
い
遅
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
中
国
こ
そ
漢
字
文
化
・
律
令
政
治
に
代
表
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
の
最
先
進
国

で
あ
り
、
日
本
が
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
た
後
進
国
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
朝
鮮
半
島
・
ベ
ト
ナ
ム
地
区
の
多
く
が
、
公
的
に
中
国
年
号
を
大
部
分
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
き
た

の
に
対
し
て
、
日
本
（
倭
国
）
で
は
大
化
・
大
宝
以
来
、
常
に
独
自
の
公
式
年
号
を
建
て
、
使
い
続
け
て
き
た

の
も
、
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
欧
米
文
化
か
ら
強
く
影
響
を
受
け
て
も
、
現
在
ま
で
年
号
を
使
用
し
、
そ
の
伝

統
を
守
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
号
制
度
が
日
本
に
深
く
定
着
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

明
治
時
代
以
前
、
天
皇
一
代
に
数
回
改
元
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
明
治
天
皇
に
よ
っ
て
「
一
世
一
元
」

の
制
が
頒
布
さ
れ
て
か
ら
、
中
国
明
の
「
洪
武
」
年
号
か
ら
「
一
帝
一
元
号
」
に
な
っ
た
の
と
同
じ
く
、
天
皇

一
代
の
元
号
を
一
つ
だ
け
に
し
て
、「
大
正
」「
昭
和
」
な
ど
の
年
号
で
天
皇
を
尊
称
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
二
字
年
号
の
他
に
も
、
四
字
年
号
が
見
ら
れ
、
聖
武
天
皇
の
「
天
平
感
宝
」（
七
四
九
）、
孝
謙

天
皇
の
「
天
平
勝
宝
」（
七
四
九
〜
七
五
七
）・「
天
平
宝
字
」（
七
五
七
〜
七
六
五
）、
称
徳
天
皇
（
孝
謙
天
皇

重
祚
）
の
「
天
平
神
護
」（
七
六
五
〜
七
六
七
）・「
神
護
景
雲
」（
七
六
七
〜
七
七
〇
）
が
あ
る
。「
天
平
感
宝
」
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と
は
「
三
宝
の
奴
」
と
自
称
し
て
仏
教
に
帰
依
し
た
聖
武
天
皇
が
改
元
し
た
の
で
あ
る
。「
天
平
勝
宝
」・「
天

平
宝
字
」
は
仏
教
信
仰
に
よ
っ
た
が
、「
天
平
神
護
」
と
「
神
護
景
雲
」
は
神
国
思
想
・
瑞
祥
に
基
づ
い
て
建

て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

日
本
史
上
に
お
い
て
、
四
字
年
号
は
以
上
の
五
つ
し
か
な
い
。
他
は
す
べ
て
二
字
年
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
二
字
年
号
の
可
能
性
が
高
い
。

中
国
と
同
じ
く
、
日
本
年
号
の
改
元
に
も
六
つ
の
条
件
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、（
一
）
新
天
皇
の
更
新
に

よ
る
政
局
の
変
動
。（
二
）
新
制
度
・
新
思
想
の
成
立
。（
三
）
政
変
の
鎮
圧
・
対
外
軍
事
行
動
の
勝
利
。（
四
）

災
異
・
瑞
祥
の
発
生
。（
五
）
祭
祀
・
宗
教
活
動
の
展
開
。（
六
）
辛
酉
・
甲
子
の
革
年
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、（
一
）（
二
）（
三
）
は
主
に
、
帝
王
の
治
世
理
念
を
表
す
儒
教
の
経
典
か
ら
年
号
に
採
用
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。（
四
）
は
祥
瑞
、
特
に
霊
獣
・
異
鳥
な
ど
の
動
物
（
例
え
ば
「
亀
」）
の
名
が
使
わ
れ
る
。

（
五
）
に
は
中
国
道
教
的
な
年
号
と
同
じ
く
、
日
本
神
道
教
的
な
年
号
が
現
れ
て
い
る
。（
六
）
は
十
世
紀
に
入

り
、
三
善
清
行
の
辛
酉
革
命
論
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、「
白
雉
」「
朱
鳥
」
な
ど
は
瑞
祥
に
よ
っ
て
改
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
大
化
」
は
中
国
・
朝

鮮
半
島
の
政
治
文
化
的
影
響
の
も
と
で
育
っ
た
年
号
意
識
に
基
づ
い
て
お
り
、
儒
教
の
政
治
理
想
た
る
教
化
を
布

い
て
大
い
に
天
下
を
治
せ
ん
と
す
と
い
う
意
の
「
大
行
教
化
」
な
ど
の
漢
籍
佳
句
に
由
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
年
号
の
出
典
は
、
ほ
と
ん
ど
唐
以
前
に
成
書
し
た
古
典
籍
で
、
四

書
・
五
経
と
史
類
が
多
い
。
四
書
は
『
孟
子
』『
論
語
』、
五
経
は
『
尚
書
（
書
経
）』『
周
易
（
易
経
）』『
詩

（
詩
経
）』、
史
類
は
『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』
の
前
三
史
、
こ
う
し
た
漢
籍
か
ら
多
く
の
年
号
が
採
択
さ

れ
て
い
る
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
「
平
成
」
の
年
号
は
、『
尚
書
』
大
禹
謨
に
み
え
る
「
地
平
天
成
（
地
平
か
に
し
て



15

天
成
る
）」
か
ら
採
択
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
一
九
九
二
年
一
〇
月
、
今

上
天
皇
は
中
国
西
安
の
碑
林
博
物
館

に
保
存
さ
れ
て
い
る
『
尚
書
』
石
碑

（「
開
成
石
経
」）
を
観
覧
さ
れ
た
そ

う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
年
号
改
元
に
お
い
て
、

以
上
の
（
二
）（
三
）（
四
）（
五
）

（
六
）
の
場
合
は
即
座
に
行
わ
れ
る

が
、（
一
）
の
代
始
改
元
は
、
踰
年

改
元
の
場
合
も
多
い
。
特
に
嵯
峨
天
皇
の
「
弘
仁
」
改
元
以
降
、
踰
年
改
元
が
最
も
多
い
。
こ
れ
は
儒
教
的
な

名
分
論
に
よ
っ
て
、
一
年
に
二
君
主
を
持
つ
こ
と
を
避
け
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
天
皇
と
今
上
天
皇

は
い
ず
れ
も
前
代
の
天
皇
が
崩
御
し
た
当
日
ま
た
は
翌
日
に
即
座
に
、
即
位
・
改
元
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
も
新
天
皇
が
即
位
後
、
す
ぐ
改
元
し
て
新
し
い
年
号
が
誕
生
す
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
新
し
い
年
号
は

お
そ
ら
く
四
書
・
五
経
な
ど
の
漢
籍
を
出
典
と
し
、
そ
の
時
代
を
反
映
す
る
好
字
二
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
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『尚書』石碑の部分（「開成石経」）、
撮影者：西安碑林博物館研究員　王
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